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ンサー、雇用主スポンサー、抽選永住権、亡命者による申請な
どがありますが、各過程の審査時間に大幅な遅れがみられます。
また、Priority Date (PD) の大幅な後退により、PDが回ってく
る前に自分の滞在資格が失効してしまい、アメリカに滞在でき
なくなる人が増えるなど、新たな問題が浮上しています。

【Labor Certification】雇用主スポンサー申請の中でも、労働局
の審査を経る必要のある雇用主スポンサーによる第２申請枠と
第３申請枠は、最近の労働局の審査遅延も影響して、全体の時
間（平均賃金、求人広告、LC審査）が 12+ ヵ月から 24+ か月
ほどと以前に比べ倍以上かかるようになりました。

【雇用主スポンサー申請】Labor Certification 承認後は雇用主に
よる移民スポンサー申請を移民局に提出します。この審査時間
は現時点で凡そ 6～ 8か月ほどかかっています。特急サービス
を利用すれば 3週間以内の審査となります。第１優先枠の国際
役員・管理職枠と第２優先枠の国益免除 (NIW) の枠の特急サー
ビスは 45日以内の審査となります。

【永住権申請】雇用主スポンサー申請承認後は、永住権申請ま
でに待ち時間がないか PDを確認します。日本人の場合は 2
月時点で第１優先枠は待ち時間はなし、第２優先枠は PDが
04/01/2023、第３優先枠は PDが 12/01/2022 或はそれ以前
の人の申請を受け付けています。I-94 の滞在期限が失効する前
に自分の PDが回ってきたら永住権の申請 (I-485) を提出するこ
とができます。申請中はアメリカ国内に滞在して審査を待つこ
とができます。審査時間は以前に比べ非常に長引いており、現
時点で平均 16カ月から 30+ カ月ほどかかっています。
米国内での永住権申請は、就労許可書と旅行許可書も一緒に申
請できるので、申請中に I-94 が失効したら、就労許可が来るの
を待って就労を再開することができます。また、H1Bと Lビザ
以外の人は、旅行許可書が届いたら国外にでることもできます。
入国時は旅行許可書をみせて入国することになり、入国後は短
期就労ビザではなく、就労カードを使った就労に変わります。

【滞在資格の失効】H1B と Lビザは移民する意思を示してよ
いビザなので、永住権申請中の延長申請や出入国が可能です。
H1B保持者の場合は 6年満期がきても、Labor Certification を
申請して一年が経過していれば、H1Bを 6年目以降も延長する
ことができます。Lビザ保持者は L1A満期７年、L1B 満期５年
を満たすまでは延長申請をすることができますが、それ以降は

延長できません。その他のビザ保持者は自分の PDが回ってく
るまでに I-94 の滞在期間が失効した場合、アメリカ国内での永
住権の申請 (I485) はできなくなります。その場合は、最後の申
請は、国外の米国大使館か米国領事館経由の移民ビザの申請に
切り替える必要があります。
永住権申請中、上限を超えて就労ビザ滞在資格を延長できるの
はH1Bだけなので、H1Bに変更できるオプションのある人は
早めにH1Bに切り替えたほうがよいでしょう。ただ、H1Bは
年間の抽選に当選した者のみ申請できるので、当選する保証は
ありません。また、H1Bと Lビザの滞在期間は一緒に換算され
るので、Lビザをすでに６年間使った人はH1Bを申請すること
はできません。

【滞在資格失効後の就労】ここのところ年間枠が早めになくなっ
ているために、最後の段階申請までに数年の待ち時間ができて
います。そのために、PDが回ってくる前に就労滞在資格を失っ
てしまう人が増えています。特にH1B以外のビザ保持者は、
PDが回ってくる前に滞在資格が失効してしまうと、アメリカで
の滞在資格を失ってしまいます。

• H1B/L の再申請 . その場合、一旦国外にでて国外の関連企業で
就職しながら PDの順番をまつこともできます。国外に最低一
年出ていれば、再度H1Bや Lビザを申請する資格ができるので、
H1Bや Lで再入国して、引き続き米国内で就労しながら順番を
まつこともできます。
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皆様に随時移民法、ビザ情報をアップデートしております。

永住権 Priority Date の後退

Priority Date (PD) とは、Labor Certification の提出日、Labor 
Certification 免除の場合は I-140 の提出日を指します。国別に
年間枠が設定されているため、国によって PDが異なります。
国務省は毎月申請受付日を発表しており、その日が自分の PD
を過ぎれば最後の永住権申請を提出することができます


